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は
じ
め
に

米
ソ
間
の
冷
戦
体
制
の
終
焉
は
、
従
来
の
安
全
保
障
観
を
変
容
さ

せ
た
。
そ
れ
は
、
世
界
を
二
極
化
さ
せ
て
激
し
く
対
立
し
た
冷
戦
構

造
が
政
治
紛
争
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
変
容
さ
れ
、
従
来

国
際
社
会
に
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
本
質
的
リ
ス
ク
、
社
会
的
リ

ス
ク
を
脅
威
と
し
て
認
識
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
冷
戦
構
造

崩
壊
後
の
新
し
い
国
際
社
会
で
は
、
社
会
的
リ
ス
ク
が
、
安
全
保
障

の
対
象
と
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
要
求
し
て
い
る
。
同
時
に
、
安

全
保
障
観
の
変
容
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
安
寧
な
生
存
を
目
的

と
す
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
理
念
を
う
み
だ
し
て
も
い
る
。
こ

の
よ
う
な
安
全
保
障
観
の
変
容
は
、
主
権
国
家
の
国
益
追
求
を
使
命

と
す
る
軍
隊
の
活
動
領
域
に
も
変
化
を
要
求
し
て
い
る
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
イ
タ
リ
ア
都
市
国
家
間
の
外
交
政
治
活
動

に
従
事
し
た
マ
キ
ャ
ベ
リ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
歴
史
研
究
か
ら
権
力

政
治
の
本
質
を
あ
き
ら
か
に
す
る
過
程
で
、
権
力
政
治
の
最
終
的
実

行
手
段
と
し
て
の
軍
隊
の
存
在
を
説
い
た
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ウ
ゼ

ビ
ッ
ツ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
実
体
験
か
ら
軍
隊
を
客
観
的
に
考

察
し
、
軍
事
力
行
使
の
目
的
を
戦
力
指
向
の
対
象
を
敵
戦
力
の
撃
滅

（
無
力
化
）
と
位
置
づ
け
た
。

で
は
、
こ
う
し
て
歴
史
的
に
展
開
し
定
義
づ
け
ら
れ
て
き
た
主
権

国
家
間
の
権
力
政
治
の
手
段
で
あ
る
軍
隊
の
存
在
は
、
安
全
保
障
観

第
Ⅱ
部 

安
全
保
障
と
資
源
の
確
保
―
米
国
の
後
退
と
中
ロ
の
台
頭

安
全
保
障
政
策
の
転
換
―
世
界
各
国
の
動
向

岩
田
英
子
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の
転
換
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
軍
隊
の
活
動
領
域
を
変
化
さ
せ
た
安
全
保
障
観
を
読
み

解
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ
主
要
国
の
安
全
保
障
政
策＊

1

１
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー
国

ア
メ
リ
カ
は
、
冷
戦
後
も
自
国
へ
の
脅
威
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
規
模
は
縮
小
す
る
も
の
の
先
進
的
な
能
力
と
即
応
性
を
備
え
た

軍
事
力
を
保
有
し
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
、
核
抑
止
力
、
サ
イ
バ
ー
、
宇

宙
、
航
空
／
海
上
、
精
密
打
撃
、
情
報
・
監
視
・
偵
察
、
対
テ
ロ
・

特
殊
作
戦
、
抵
抗
・
回
復
力
を
重
視
す
る
軍
隊
の
態
勢
や
体
制
を
構

え
る
安
全
保
障
政
策
を
と
っ
て
い
る＊

2

。
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
の
構
築
を
安
全
保
障
政
策
の
柱
の
一
つ
と

す
る
。
こ
れ
は
、
本
土
防
衛
お
よ
び
強
力
な
打
撃
力
を
中
心
と
し
た

戦
力
の
投
射
に
よ
り
決
定
的
な
勝
利
を
獲
得
す
る
こ
と
を
中
心
に
す

え
、
そ
れ
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
国
際
社
会
の
リ
ス

ク
の
軽
減
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対
処
を
同
盟
国
と
の
結
束

と
そ
の
他
の
友
好
国
と
の
協
力
に
よ
り
保
障
す
る
も
の
で
あ
る＊

3

。
ア

メ
リ
カ
は
、
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
、
米
本
土
に
対
す
る
テ

ロ
攻
撃
の
可
能
性
が
増
大
し
、
自
国
に
対
す
る
脅
威
度
は
高
ま
っ
て

い
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
民
族
・
宗
教
・
領
土
問
題
に
起
因
す
る
地

域
レ
ベ
ル
の
小
規
模
紛
争
へ
の
積
極
的
対
応
と
、
世
界
規
模
で
の

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
、
自
国
に
対
す
る
従
来
型
脅
威
（
主
権
国
家

間
と
の
脅
威
認
識
）
へ
の
対
応
と
と
も
に
重
視
し
、
積
極
的
に
対
処

し
て
い
る
（D

epartm
ent of the A

rm
y, Civil A

ffairs O
peration 

2000

）。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
し
た
軍
隊
の
体
制
は
、
冷
戦

後
に
脚
光
を
浴
び
た
軍
隊
の
戦
争
以
外
の
軍
事
活
動
（M

ilitary 

O
perations O

ther T
han W

ar

：
以
降
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
）
を
軍
隊
の

主
要
な
活
動
領
域
と
し
た
の
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
は
あ
く

ま
で
も
、
冷
戦
期
同
様
の
軍
隊
の
伝
統
的
な
役
割
で
あ
る
主
権
国
家

間
の
国
益
を
め
ぐ
る
軍
事
行
動
で
、
相
手
国
を
打
倒
す
る
こ
と
が
本

質
的
活
動
領
域
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
は
、

伝
統
的
な
軍
隊
の
役
割
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

伝
統
的
軍
隊
の
役
割
の
な
か
に
意
識
的
と
も
思
え
る
形
で
組
み
込
ま

れ
て
い
る＊

4

。

ア
メ
リ
カ
以
外
の
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

orth A
tlantic 

T
reaty O

rganization

：
以
降
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
加
盟
国
に
つ
い
て
は
、

ド
イ
ツ
は
冷
戦
後
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
軍
を
本
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格
的
に
取
り
組
ま
せ
て
い
る＊

5

。
ド
イ
ツ
は
、
冷
戦
期
に
お
け
る
軍
隊

の
使
用
お
よ
び
使
用
範
囲
に
対
す
る
消
極
的
設
定
を
堅
持
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
欧
州
連
合
（European U

nion

：

以
降
、
Ｅ
Ｕ
）
の
軍
事
作
戦
に
お
け
る
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
、
す
な
わ
ち
、
平

和
維
持
活
動
（Peacekeeping O

perations

：
以
降
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
軍

隊
を
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
お
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
と
の
関

係
重
視
と
そ
れ
に
伴
う
軍
事
面
で
の
貢
献
へ
の
国
際
的
期
待
を
受
け

て
、
国
内
法
制
度
を
整
備
し
て
い
る
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
は
、
国
連
の

Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
の
積
極
的
参
画
を
国
是
と
す
る
外
交
・
防
衛
政
策
は
堅
持

し
つ
つ
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
同
盟
を
重
視
す
る
方
向
に
あ
る
。

外
交
・
防
衛
に
お
け
る
政
策
的
中
立
を
と
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
国
で
は
な
く
パ
ー
ト
ナ
ー
国
で
あ
る
も
の
の
、
カ
ナ
ダ
と

同
様
の
理
由
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
国
際
治
安
部
隊
（International 

Security A
ssistance Force

：
以
降
、
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
に
軍
隊
を
派
遣
す

る
な
ど
、
限
ら
れ
た
軍
事
力
の
有
効
活
用
の
姿
勢
を
う
か
が
わ
せ
る
。

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

カ
ナ
ダ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域
外
で
大
規
模
な

軍
事
行
動
を
遂
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
冷
戦
終
焉
に

伴
う
欧
州
で
の
大
規
模
な
軍
事
的
対
峙
の
構
造
が
消
滅
し
、
現
時
点

に
お
い
て
は
、
一
部
に
テ
ロ
の
脅
威
は
残
る
も
の
の
、
自
国
に
対
す

る
切
迫
し
た
脅
威
は
予
測
さ
れ
ず
、
軍
事
力
を
削
減
し
て
い
る
。
そ

の
一
方
、
軍
隊
の
大
部
分
が
、
海
外
で
の
新
た
な
役
割
に
基
づ
く
行

動
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
非
五
条
任
務
）
の
た
め
に
運
用
さ
れ
、
従
来
の
主

権
国
家
防
衛
中
心
の
役
割
に
加
え
て
新
た
な
役
割
を
付
加
さ
せ
る
傾

向
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
て
い
る
欧
州
諸
国
や
カ
ナ
ダ
は
、

紛
争
状
態
の
収
拾
や
一
定
の
治
安
回
復
に
取
り
組
む
一
方
、
軍
事
活

動
の
主
眼
を
、
民
間
組
織
と
の
協
力
に
お
け
る
紛
争
状
態
収
拾
後
の

民
主
化
の
た
め
の
諸
活
動
に
も
お
き
、
他
国
と
協
力
し
て
実
行
す
る

こ
と
を
も
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
国
の
み
な
ら

ず
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー
国
に
お
い
て
も
認
識
で
き
る
傾
向
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
傾
向
は
、
民
間
組
織
と
の
協
力
行
動
を
、
軍
隊

に
よ
る
「
民
事
活
動
」
ま
た
は
「
民
軍
協
力
活
動
（Civil M

ilitary 

Cooperation

：
以
降
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）」
と
定
義
づ
け
て
積
極
的
に

展
開
す
る
こ
と
を
促
す
と
と
も
に
、
新
た
な
役
割
の
遂
行
に
必
要
な

専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
、
常
備
編
成
の
部
隊
だ
け
で
は
な
く
予
備

役
の
活
用
や
民
間
組
織
の
利
用
で
補
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

２
中
・
ロ

中
国
は
自
ら
の
軍
事
力
に
つ
い
て
「
武
装
力
」
と
総
称
し
て
い
る

よ
う
に
、
中
国
の
軍
隊
と
い
う
と
、
中
国
人
民
解
放
軍
（
以
下
「
解



151 安全保障政策の転換

放
軍
」）、
武
装
警
察
（
以
下
「
武
警
」）、
そ
し
て
民
兵
か
ら
構
成
さ

れ
る＊

6

。
現
在
の
中
国
は
、
国
内
の
安
全
保
障
と
対
外
的
安
全
保
障
、
ま

た
、
伝
統
的
安
全
保
障
と
非
伝
統
的
安
全
保
障
を
総
合
的
に
担
う

「
総
体
的
国
家
安
全
保
障
観＊

7

」
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
在
の

安
全
保
障
観
は
、
江
沢
民
の
「
相
互
信
頼
、
相
互
利
益
、
平
等
、

協
力＊

8

」
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
。
過
去
を
振
り
返
る
と
、
中
国
の

軍
事
力
は
、
内
戦
下
に
あ
っ
た
草
創
期
の
共
産
党
を
支
え
る
一
方
、

対
外
的
に
も
朝
鮮
戦
争
や
そ
の
後
の
イ
ン
ド
・
ソ
連
・
ベ
ト
ナ
ム
と

の
国
境
紛
争
な
ど
に
対
処
す
る
た
め
の
も
の
へ
と
発
展
し
た
。
冷
戦

の
終
了
は
、
経
済
発
展
の
た
め
の
国
防
の
任
務
と
再
定
義
す
る
「
経

済
安
全
保
障
」
に
基
づ
く
安
全
保
障
観
を
も
た
ら
し
た
（
高
木 

二

〇
〇
三
）。
二
〇
〇
〇
年
に
入
る
と
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
や
重
症

急
性
呼
吸
器
症
候
群
（Severe A
cute Respiratory Syndrom

e
：

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
流
行
な
ど
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
中
国
は
、
テ
ロ
リ

ズ
ム
の
対
処
の
重
要
性
や
、
戦
争
お
よ
び
動
乱
以
外
の
突
発
事
態
へ

の
対
処
を
も
安
全
保
障
上
の
課
題
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
解
放
軍
に

対
し
て
、
災
害
救
援
活
動
な
ど
非
伝
統
的
安
全
保
障
分
野
で
の
活
動

や
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
海
賊
対
処
活
動
な
ど
の
国
際
的
な
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ

を
新
た
な
任
務
と
し
て
い
る＊

9

。
こ
れ
ら
は
、
習
近
平
政
権
が
打
ち
出

し
た
「
総
体
的
国
家
安
全
保
障
観
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
く
、
新
し

い
安
全
保
障
、
す
な
わ
ち
、
非
伝
統
的
安
全
保
障
へ
の
対
応
を
目
指

す
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
中
国
は
、
国
防
・
軍
隊
改
革
の
一
環
と
し
て
、
解
放
軍
に
お

い
て
、
中
央
軍
事
委
員
会
統
合
作
戦
指
揮
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
東
シ
ナ

海
統
合
作
戦
指
揮
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
創
設
や
陸
軍
の
大
規
模
な
兵
員

を
削
減
し
て
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
軍
の
新
た
な
役
割
と
し
て
の
Ｍ
Ｏ

Ｏ
Ｔ
Ｗ
に
お
け
る
、
陸
軍
の
地
方
行
政
部
門
と
の
協
働
災
害
救
援
活

動
は
、
陸
軍
の
存
在
感
と
必
要
性
を
中
国
国
内
で
堅
持
す
る
機
会
を

与
え
る
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
中
国
は
訓
練
お
よ
び

演
習
に
お
い
て
の
「
実
戦
的
訓
練
」、
統
合
訓
練
や
軍
区
横
断
訓
練
を

重
視
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
改
革
は
、Stride2014

演
習
、
中
ロ
海
軍

演
習
、
環
太
平
洋
合
同
演
習
（Rim

 of Pacific Exercise

：
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｐ

Ａ
Ｃ
へ
の
初
参
加
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
装
備
開
発

は
、
民
間
の
生
産
技
術
と
軍
用
の
統
合
活
用
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
な

か
で
もW

u-14

の
実
験
成
功
、D

F-41

の
開
発
、Luyang III

（T
ype-

52D

）
の
就
役
、
軍
用
ヘ
リ
開
発
、IL-78

の
保
有
は
注
目
で
き
る
。

他
方
で
、
中
国
の
国
外
政
策
は
、
主
導
的
外
交
で
あ
り
、「
大
国

外
交
」
と
し
て
国
際
社
会
に
お
け
る
多
極
化
を
推
進
す
る
政
策
を

と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
外
政
策
に
基
づ
き
、
解
放
軍
は
、
外
国

の
軍
隊
と
の
交
流
や
対
話
、
多
国
間
の
安
全
保
障
対
話
、
外
国
軍
と

の
合
同
演
習
、
国
際
的
な
安
全
保
障
協
力
な
ど
、
軍
隊
が
主
体
と
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な
っ
て
平
時
に
行
う
国
際
的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
る＊

10

。
な
か
で

も
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
海
賊
対
処
活
動
、
外
国
で
発
生
し
た
大
規
模
災

害
に
対
す
る
救
援
・
支
援
活
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、
安
保
協
力
と
し

て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
国
際
社
会
に
お

け
る
中
国
の
評
価
の
向
上
や
、
大
国
や
周
辺
諸
国
と
の
良
好
な
関
係

の
構
築
を
通
じ
た
、
中
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
国
際
環
境
の
醸
成
の

他
、
軍
事
力
の
強
化
の
面
で
も
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
し
か

し
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
中
国
が
核
心
的
利
益
と

認
識
す
る
問
題
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
原
則
を
強
調
し
、

こ
れ
を
断
固
と
し
て
守
る
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例

と
し
て
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
中
国
の
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
中
国
は
、
統
合
と
実
戦
化
を
目
指
し
た
国
防
・
軍
隊

改
革
を
進
め
つ
つ
、
非
伝
統
的
安
全
保
障
分
野
へ
の
対
応
を
積
極
化

さ
せ
る
と
同
時
に
、
産
業
経
済
の
急
激
な
成
長
の
下
で
発
展
し
て
い

る
民
間
技
術
を
軍
事
技
術
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
装
備
の
近
代
化
に

着
手
し
て
い
る
。
そ
の
安
全
保
障
政
策
は
、
従
来
の
質
よ
り
量
を
重

視
す
る
伝
統
的
安
全
保
障
に
特
化
し
た
も
の
か
ら
転
換
し
つ
つ
あ
る

と
い
え
よ
う
。

中
国
の
安
全
保
障
は
、
対
外
的
・
対
内
的
に
変
化
を
見
せ
て
お

り
、
解
放
軍
お
よ
び
武
警
の
役
割
や
活
動
の
場
が
拡
大
し
て
い
る
一

方
で
、
民
兵
に
つ
い
て
は
、
相
対
的
に
変
化
が
乏
し
い
。
こ
う
し
た

中
国
の
軍
事
力
は
、
非
伝
統
的
安
全
保
障
へ
の
対
応
に
も
重
点
を
置

き
つ
つ
あ
る
安
全
保
障
政
策
の
変
容
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
。

冷
戦
期
、
ア
メ
リ
カ
の
対
極
と
し
て
共
産
主
義
勢
力
の
盟
主
と
し

て
東
側
を
統
率
し
た
旧
ソ
連
（
以
降
、
ロ
シ
ア
）
は
、
国
際
社
会
に

お
け
る
多
極
化
を
志
向
し
つ
つ
、
世
界
で
影
響
力
の
あ
る
国
家
と
し

て
、
自
国
の
国
益
を
追
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
、
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
に
は
資
源
依
存
型
経
済
か
ら
脱
却
し
、
経
済
お
よ
び

社
会
を
立
て
直
す
な
ど
の
全
面
的
な
近
代
化
が
必
要
と
の
認
識
に

立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア
は
、

欧
米
諸
国
等
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

ロ
シ
ア
は
、
軍
隊
の
体
制
に
関
し
、
ア
メ
リ
カ
と
は
異
な
り
、
ア

メ
リ
カ
以
外
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
と
同
様
の
動
き
を
と
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
軍
隊
は
、
六
個
軍
管
区
体
制
を
と
っ
て
い
た

が
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
ま
で
に
四
個
軍
管
区
体
制
に
再
編
し
て
お

り
、
こ
れ
に
加
え
、
四
個
各
軍
管
区
に
対
応
し
た
統
合
戦
略
コ
マ
ン

ド
を
設
置
し
て
軍
管
区
司
令
官
の
下
で
す
べ
て
の
兵
力
を
統
合
的
に

運
用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
軍
隊
の
装
備
を
近
代

化
す
る
た
め
、「
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
国
家
装
備
計
画
」
に
基
づ

き
、
新
型
装
備
の
比
率
を
七
〇
％
へ
向
上
し
、
軍
改
革
を
企
図
し
て

い
る＊

11

。
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ロ
シ
ア
の
軍
隊
全
般
に
関
し
て
は
、
軍
事
力
の
規
模
が
縮
小
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
細
部
に
関
し
て
は
、
核
戦
力
を
含
む
相
当
規
模
の

打
撃
力
を
主
体
と
す
る
戦
力
が
存
在
し
、
そ
の
即
応
態
勢
が
維
持
さ

れ
て
い
る
と
と
も
に
、
常
時
即
応
部
隊
を
戦
域
間
機
動
に
よ
り
紛
争

に
対
処
さ
せ
る
運
用
を
基
本
と
す
る
。

こ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
軍
隊
の
活
動
の
検
証
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
安
全

保
障
政
策
が
変
容
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア

は
、
冷
戦
期
の
核
兵
器
を
中
心
と
す
る
攻
勢
の
態
勢
を
、
規
模
は
縮

小
し
た
も
の
の
堅
持
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟

国
の
安
全
保
障
政
策
と
は
質
的
に
同
様
と
は
言
い
難
い
面
が
あ
る
。

３
日
本

二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
第
二
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
た
直
後
に
、

安
倍
首
相
は
小
野
寺
防
衛
相
に
対
し
、
米
国
と
連
携
し
て
自
衛
隊
の

役
割
を
強
化
し
、
抑
止
力
を
高
め
る
た
め
、「
日
米
防
衛
協
力
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）」
の
見
直
し
を
指

示
し
た
。
ま
た
、
安
倍
首
相
は
、「
積
極
的
平
和
主
義
」
の
立
場
か

ら
、
同
盟
国
で
あ
る
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
国
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
お
よ
び
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
寄
与
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
国
家
安
全
保
障
の

基
本
理
念
・
考
え
を
打
ち
出
し
た
。

こ
う
し
た
安
全
保
障
政
策
の
転
換
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
、
二

〇
一
五
年
四
月
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
見
直
し
や
、
安
全
保
障
関

連
法
案
の
整
備
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、「
日
本
の
平
和
お
よ
び

安
全
の
切
れ
目
の
な
い
確
保
」「
地
域
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
平
和

と
安
全
の
た
め
の
協
力
」「
日
米
共
同
の
対
応
」
を
可
能
と
し
、
防

衛
装
備
・
技
術
協
力
、
情
報
保
全
、
教
育
・
研
究
交
流
を
含
む
安
全

保
障
お
よ
び
防
衛
協
力
に
つ
い
て
の
日
米
共
同
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
方
向
に
あ
る
（
防
衛
省 

二
〇
一
五
）。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
国
際
協
調
主
義
に
基
づ
く
多
国
間
協
力
が
重
要
で
あ
る
と
同

時
に
、
日
米
同
盟
は
不
可
欠
だ
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
政
権
交
代
前
に
打
ち
出
さ
れ
た
「
動
的
防

衛
力
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
し
な
い
も
の
の
、
そ
こ
に
通
底
す
る
自

衛
隊
の
部
隊
運
用
構
想
を
引
き
継
い
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
構

想
は
、
脅
威
が
存
在
す
る
場
所
に
戦
力
を
集
中
配
備
す
る
こ
と
で
脅

威
を
抑
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
よ
う
な
部
隊
運
用
に
よ

り
、
中
国
の
海
洋
進
出
と
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
処
し
、

ア
メ
リ
カ
と
協
調
し
て
、
地
域
の
安
全
保
障
環
境
を
強
化
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
国
土
防
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
」

の
防
衛
力
か
ら
、
積
極
的
に
「
国
際
平
和
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

専
守
防
衛
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
国
際
社
会
に
お
け
る
安
全
保
障
環
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境
の
構
築
に
積
極
的
に
参
画
す
る
安
全
保
障
政
策
へ
の
転
換
を
意
味

し
て
い
る
。

４
主
要
国
の
安
全
保
障
政
策
の
方
向
性

冷
戦
時
代
の
米
ソ
二
極
化
が
終
了
し
て
以
来
、
主
要
国＊

12

は
、
頻
発

す
る
地
域
紛
争
が
地
域
の
安
全
保
障
環
境
を
不
安
定
化
さ
せ
て
い
る

こ
と
に
対
し
苦
心
し
て
い
る
。
ま
た
、
頻
発
す
る
地
域
紛
争
に
よ
る

地
域
の
安
全
保
障
環
境
の
不
安
定
化
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障

環
境
の
改
善
を
停
滞
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
も
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
打
開
す
る
た
め
、
主
要
国
は
、
国
際
社
会
が
緊
密
に
協
力
す
る

必
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
対
処
に
協
働
す
る
安
全
保
障
政
策
を
模
索

す
る
方
向
性
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
軍
隊
の
活
動
が
、
国
家
領
域

の
防
衛
か
ら
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
ケ
ー
ル
で
平
和
と
安
定
を
支
援

す
る
た
め
の
多
国
間
の
軍
事
協
力
へ
と
、
再
方
向
付
け
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る＊

13

。

一
方
、
こ
う
し
た
方
向
性
へ
転
換
す
る
安
全
保
障
政
策
に
基
づ

き
、
冷
戦
後
の
主
要
国
軍
隊
全
般
は
、
冷
戦
期
か
ら
整
備
さ
れ
て
き

た
装
備
・
編
成
が
縮
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
部
隊
の
地
理
的
配
置
や

運
用
も
見
直
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、（
徴
兵
制
度
に
基
づ
く
）
大
規

模
軍
隊
で
は
な
く
、
志
願
兵
制
度
を
基
盤
に
し
た
よ
り
テ
ク
ニ
カ
ル

な
軍
隊
へ
の
変
更
を
示
唆
す
る
軍
隊
自
身
の
再
編
成
と
認
識
で
き
、

技
術
の
進
歩
が
、
大
規
模
軍
隊
と
い
う
考
え
方
を
衰
退
さ
せ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
軍
隊
の
運
用
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
高
度
な
技
能

を
有
す
る
専
門
技
術
職
の
軍
人
等
や
民
間
の
専
門
技
術
者
に
よ
る
兵

器
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
開
発
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
非
伝
統
的
安

全
保
障
の
分
野
で
は
、
常
備
編
成
部
隊
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
民

間
能
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
産
業
発
展
の
進
ん
だ
主
要
国
は
、
急
激
な
軍
事
組

織
の
縮
小
や
再
編
成
を
経
験
す
る
一
方
、
軍
人
は
、
伝
統
的
戦
争
と

と
も
に
平
和
支
援
活
動
に
も
備
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
主
要
国
の
安

全
保
障
政
策
の
方
向
性
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
任
務
に
即
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
安
全
保
障
政
策
へ
と
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

Ⅱ
主
要
国
の
安
全
保
障
政
策
転
換
の
背
景

１
冷
戦
期
の
米
ソ
二
極
構
造
の
変
容
と

脅
威
の
多
様
化

冷
戦
終
焉
後
、
世
界
規
模
で
の
米
・
ソ
二
極
対
立
に
代
わ
り
、
グ
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ロ
ー
バ
ル
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
問
題
や
地
域
的
な
紛
争
が
、
安
全
保
障

上
の
課
題
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ガ
ル

ト
ゥ
ン
グ
が
指
摘
し
た
、
社
会
構
造
上
か
ら
生
起
し
た
民
族
、
宗

教
、
領
土
問
題
等
の
脅
威
（
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ 

一
九
九
一
：
四
四
）、

自
然
災
害
、
大
規
模
な
感
染
症
と
い
っ
た
市
民
の
生
活
を
脅
か
す
よ

う
な
脅
威
が
、
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
脅
威
は
「
新
た
な
脅
威
」
と
称
さ
れ
る
も
の
の
、
冷
戦

期
に
も
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
冷
戦
下
の
米
・
ソ
二
極
構
造
に
よ

り
封
じ
込
め
ら
れ
、
安
全
保
障
上
の
深
刻
な
問
題
と
し
て
認
知
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
冷
戦
後
、
こ
の
「
新
た
な
脅
威
」

に
端
を
発
す
る
地
域
レ
ベ
ル
の
諸
問
題
や
、
さ
ら
に
は
、
小
規
模
な

紛
争
も
増
大
し
て
お
り
、
各
国
と
も
そ
の
対
応
の
仕
方
を
模
索
し
て

い
る
。

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
や
対
反
乱
作
戦
（Counter Insurgency O

perations
：

Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
）、
人
道
支
援
・
救
助
活
動
（H

um
anitarian A

ssistance 

and D
isaster Relief O

perations

：
以
降
、
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
そ
し
て
、

国
連
主
導
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど
の
軍
隊
の
活
動
は
、
冷
戦
後
の
社
会
に
お

い
て
、
国
家
の
み
な
ら
ず
人
間
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
も
、
そ
の
安

全
を
保
障
す
る
役
割
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
や
、
冷
戦
後
の
脅
威
の

多
様
化
と
安
全
保
障
に
お
け
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
非
国
家
主
体
を
も
含

む
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
生
じ
て
き
た
。

冷
戦
後
の
安
全
保
障
政
策
の
変
容
と
は
、
伝
統
的
安
全
保
障
の
枠

組
み
は
冷
戦
期
の
も
の
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る
中
で
、
安
全
保
障

の
対
象
と
す
べ
き
脅
威
が
、
主
権
国
家
間
の
戦
争
か
ら
自
然
災
害
・

大
規
模
な
感
染
症
と
い
っ
た
災
害
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
な
ど
へ
と
多
様
化

し
て
い
る
こ
と
、
安
全
保
障
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
主
権
国
家
の
み
な

ら
ず
非
政
府
組
織
や
テ
ロ
リ
ス
ト
な
ど
の
非
国
家
主
体
を
も
含
む
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
た
め
、
多
様
化
す
る
脅
威
や
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
対
す
る
安
全
保

障
の
実
現
の
た
め
に
、
主
権
国
家
が
単
独
で
と
い
う
形
で
は
な
く
、

国
際
社
会
の
な
か
で
唯
一
正
当
性
（legitim

acy

）
を
有
す
る
国
連
を

ハ
ブ
と
す
る
軍
隊
の
活
動
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る＊

14

。
し
か
し
、

こ
の
議
論
が
進
展
す
る
に
は
、
国
連
が
、
組
織
改
編
に
よ
り
、
さ
ら

に
そ
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
国
連

に
お
い
て
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
中
立
性
（im

partiality

）
の
再
定
義
の
文

脈
か
ら
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
権
限
（m

andate

）
を
拡
大
し
、
強
靭
な
（robust

）

Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
貢
献
で
き
る
軍
隊
の
活
動
の
可
能
性
を
模
索
す
る
議
論
も

出
て
お
り＊

15

、
実
効
性
の
上
で
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

２
国
際
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

確
か
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
通
信
・
輸
送
手
段
の
発
達
に
よ
り
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も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
経
済
発
展
と
い
う
よ
い
側
面
も
見
出

せ
る
。
し
か
し
、
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
た
の
は
主
要
先
進
国＊

16

で
、

そ
の
他
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
国
々
は
、
よ
り

い
っ
そ
う
貧
し
く
な
り
、
先
進
国
と
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
加
害
者
の
見
え
な
い
「
新
た
な
脅
威
」
を
、
容
易

に
国
境
を
越
え
て
各
地
域
に
急
速
に
拡
散
さ
せ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
い
わ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
「
新
た
な
脅
威
」
の
拡

散
・
浸
透
が
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
間
の
生
活
、
そ
し
て
、
そ
の
生
存

そ
の
も
の
に
対
す
る
脅
威
と
し
て
、
従
来
と
は
異
な
る
性
格
の
安
全

保
障
問
題
と
し
て
、
各
国
お
よ
び
国
際
社
会
で
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
負
の
側
面
と
し
て
の
「
新
た
な
脅

威
」
は
、
人
間
一
人
ひ
と
り
の
「
潜
在
的
可
能
性＊

17

」
を
脅
か
す
存
在

と
し
て
理
解
さ
れ
注
目
さ
れ
な
が
ら
も
、
各
国
は
そ
の
問
題
の
す
べ

て
を
把
握
で
き
ず
、
ま
た
、
統
制
で
き
ず
に
い
る
。
ま
さ
に
、
一
国

家
と
し
て
、
そ
の
政
府
の
力
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
、
日
々
発
生

し
、
拡
散
し
続
け
て
い
る
。

Ⅲ
安
全
保
障
政
策
転
換
の
意
味

冷
戦
後
の
安
全
保
障
観
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
よ
う
な
一

人
ひ
と
り
の
人
間
の
生
活
の
安
寧
確
保
を
も
対
象
と
す
る
構
想
も
含

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
軍
隊
が
、
か
つ
て
は
社
会
シ
ス
テ
ム
が
対
応

し
て
い
た
よ
う
な
社
会
諸
問
題
な
ど
に
ま
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
活
動

の
形
態
を
広
げ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
冷
戦
後

の
安
全
保
障
の
転
換
は
、
軍
隊
の
本
質
ま
で
も
変
え
る
よ
う
な
変
化

を
意
味
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

国
家
領
域
の
防
衛
は
、
従
来
通
り
の
軍
隊
の
活
動
で
あ
る
一
方
、

よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
ケ
ー
ル
で
の
平
和
と
安
定
を
支
援
す
る
た
め

の
多
国
間
の
軍
事
協
力
は
、
社
会
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
も
あ
る
。

ま
た
、
後
者
が
、
民
間
と
の
協
力
や
協
働
を
本
質
的
に
含
む
も
の
で

あ
る
た
め
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
、
軍
隊
の
自
己
完
結
性
な
ど
の
軍
隊
の

特
性
を
損
な
い
、
か
え
っ
て
そ
の
活
動
の
効
果
を
低
下
さ
せ
る
面
も

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る＊

18

。

し
か
し
、
現
在
の
主
要
国
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
状
況
を
俯
瞰
す
る

と
、
軍
隊
に
民
間
（
こ
こ
に
は
、
軍
隊
以
外
の
行
政
組
織
も
含
ま
れ

る
）
の
資
産
を
、
軍
隊
の
本
質
と
も
い
え
る
統
一
的
な
（
硬
質
的
と

も
評
さ
れ
る
が
）
指
揮
系
統
や
自
己
完
結
性
を
壊
す
こ
と
な
く
、
い

か
に
し
て
取
り
込
む
か
と
い
う
こ
と
が
、
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
、
現
在
の
軍
隊
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
自
衛
隊
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
る
。
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で
は
、
こ
う
し
た
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
、
冷
戦
後
の
米
ソ
二
極
体
制
が

収
束
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
、
新
し
い
軍
隊
を
招
来
す
る
よ
う
な
、

新
た
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
か
。

歴
史
的
に
み
る
と
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
、
冷
戦
後
に
初
め
て
登
場
し

た
も
の
で
は
な
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
原
型
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
連
合
国
軍
側
の
戦
争
目
的
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
、
軍
隊
を
主

体
と
し
た
占
領
地
統
治
を
効
果
的
に
行
い
、
軍
事
的
勝
利
を
戦
争
目

的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
、
軍
隊
と
民
間
と

が
協
力
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
冷
戦
後
に
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
紛
争
は
、
主

権
国
家
同
士
の
戦
争
の
よ
う
な
敵
味
方
が
明
確
な
対
称
的
な
戦
闘
で

は
な
く
、
非
対
称
戦
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
対
称
関
係
に
な
い
相
手

と
の
戦
い
を
特
徴
と
す
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
地
域
紛
争
に
お
け
る

非
対
称
戦
は
、
非
国
家
ア
ク
タ
ー
と
の
交
渉
を
要
す
る
。
こ
の
非
国

家
ア
ク
タ
ー
と
は
、
主
権
国
家
と
し
て
市
民
保
護
に
あ
た
る
正
統
性

と
、
合
法
的
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関
を
維
持
し
活
用
す
る
能
力
と

を
失
っ
て
い
る
、
国
家
組
織
と
は
別
物
で
あ
る
。
非
国
家
ア
ク
タ
ー

の
行
動
の
背
景
に
は
、
文
化
的
、
宗
教
的
な
特
異
性
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
軍
隊
以
外
の
行
政
組
織
や
地
元
の
非
政

府
組
織
（N

on-Governm
ent O

rganization

：
以
降
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
や

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
民
間
の
協
力
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
戦
場
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
関
す
る
枠
組
み
作

り
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
、
軍
隊
そ
の
も
の
の
本
質
や
社
会
に

お
け
る
あ
り
方
ま
で
変
化
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い

う
、
疑
問
が
生
じ
る
。

例
を
あ
げ
れ
ば
、
軍
隊
が
、
冷
戦
後
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
で
あ
る
Ｐ
Ｋ

Ｏ
、
平
和
支
援
活
動
（Peace Support O

perations

：
以
降
、
Ｐ
Ｓ

Ｏ
）、
平
和
構
築
活
動
（Peacebuilding O

perations ＊
19）、

Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｒ

に
積
極
的
に
参
画
す
る
の
は
、
昨
今
の
国
家
財
政
の
逼
迫
に
よ
る
多

額
の
予
算
を
要
す
る
軍
隊
に
対
す
る
批
判
を
回
避
す
る
た
め
の
も
の

と
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
の
一
方
、
冷
戦
後
、
ソ
連
が
消
滅
し
た
こ
と

に
伴
い
、
西
側
の
軍
事
的
安
全
は
当
面
の
間
ほ
ぼ
保
証
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
関
心
が
、
こ
れ
ま

で
副
次
的
と
さ
れ
て
き
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｒ
な
ど
へ
移
行
し
て

い
っ
た
と
い
う
認
識
も
あ
る＊

20

。

た
し
か
に
、
主
要
国
の
国
防
省
は
、
即
応
態
勢
、
統
合
運
用
態
勢

の
強
化
を
国
防
政
策
と
し
て
謳
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

軍
隊
の
態
勢
変
化
は
、
冷
戦
後
に
頻
発
す
る
地
域
紛
争
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
み
な
ら
ず
、
逼
迫
し
た
財
政
状
況
に
応
じ
て
、
そ

の
費
用
対
効
果
を
高
め
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
る＊

21

。
主
要
国
は
、
莫

大
な
予
算
を
必
要
と
す
る
量
的
充
足
よ
り
も
む
し
ろ
、
質
的
向
上
を
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目
指
す
こ
と
で
、
地
域
の
安
全
保
障
環
境
の
い
っ
そ
う
の
安
定
化
お

よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
環
境
の
改
善
ま
で
を
企
図
し
て
い

る
。
そ
れ
も
、
一
国
の
み
で
は
な
く
多
国
間
の
協
力
に
よ
り
、
対
処

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
自
国
防
衛
の
た
め
の
実
効
的
な
脅
威
抑
止
お
よ
び
対
処

に
も
言
及
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
主
要
国
は
、
限
ら
れ
た
財

源
の
下
で
、
地
域
の
安
全
保
障
環
境
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保

障
環
境
の
改
善
と
と
も
に
自
国
防
衛
を
も
行
う
。
こ
の
こ
と
は
、
冷

戦
後
、
国
益
を
擁
護
す
る
軍
事
力
の
安
全
保
障
面
に
お
け
る
運
用
面

に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
中
ロ
の
安
全
保

障
や
軍
隊
の
体
制
が
、
そ
の
良
い
実
例
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ

リ
カ
の
安
全
保
障
や
軍
隊
も
同
様
で
あ
り
、
武
力
に
よ
る
強
制
力
で

も
っ
て
、
敵
対
勢
力
を
無
力
化
し
制
圧
し
、
自
国
の
利
益
を
達
成
す

る
こ
と
を
本
質
的
使
命
（
伝
統
的
任
務
）
と
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。Ⅳ

今
後
の
展
望

冷
戦
時
代
は
、
あ
る
意
味
で
ホ
ッ
ブ
ス
的
な
「
狼
同
士
の
争
い
」

を
本
質
と
す
る
「
力
に
よ
る
秩
序
維
持
」
と
い
う
不
安
定
な
状
態
に

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
無
力
な
人
間

は
、
国
家
の
庇
護
の
も
と
に
、
脅
威
に
満
ち
た
周
囲
の
環
境
か
ら
自

ら
の
生
存
と
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
冷
戦
時

代
は
、
主
権
国
家
を
主
体
と
す
る
伝
統
的
安
全
保
障
の
時
代
で
あ

り
、
主
権
国
家
間
の
権
力
政
治
が
国
益
判
断
を
中
心
と
す
る
こ
と
か

ら
、
軍
事
力
は
重
要
な
国
益
擁
護
の
手
段
と
し
て
展
開
し
た
。
つ
ま

り
、
国
益
判
断
が
権
力
政
治
、
安
全
保
障
政
策
の
中
核
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
安
全
保
障
時
代
、
す
な
わ
ち
、
冷
戦
期

に
お
い
て
、
人
々
は
、
国
益
判
断
と
い
う
利
益
追
求
が
人
間
の
普
遍

的
価
値
を
損
な
っ
て
き
た
歴
史
の
反
省
か
ら
、
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
尊
重
と
実
践
を
国
際
社
会
に
根
付
か
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
冷
戦
の
予
期
せ
ぬ
成
果
と
も
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
思
想
は
、
国
際
社
会
の
公
共
性
を

大
き
く
担
い
、
公
開
性
を
そ
の
本
旨
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

冷
戦
後
に
な
る
と
、
主
要
国
の
軍
事
行
動
の
主
眼
は
、
地
域
レ
ベ

ル
の
小
規
模
紛
争
や
、
地
域
限
定
の
社
会
問
題
な
ど
の
リ
ス
ク
を
も

対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
大
規
模
戦
争
の
不
安
が
軽

減
し
た
こ
と
か
ら
、
紛
争
の
予
防
、
紛
争
へ
の
介
入
、
限
定
的
な
軍

事
行
動
、
民
主
化
促
進
と
い
っ
た
一
連
の
軍
隊
の
活
動
が
誕
生
し

た
。
さ
ら
に
、
軍
隊
が
社
会
問
題
と
し
て
の
リ
ス
ク
へ
対
応
す
る
こ

と
は
、
軍
隊
の
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
で
あ
り
、
人
道
的
軍
事
介
入
、
強
靭
な
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Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
な
っ
て
任
務
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
軍

隊
の
社
会
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
対
象
と
す
る
活
動
に
お
い
て
は
、
主

軸
が
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
軍
隊
の
在
り
方
が
、「
権
力
政
治
（
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
）」
の
道
具
と
し
て
の
役
割
の
放
棄
、
つ
ま
り
、
主
権
国
家
の

国
益
の
た
め
と
い
う
従
来
の
軍
隊
の
本
質
か
ら
の
変
容
を
意
味
す
る

の
で
は
な
い
。
実
際
に
は
、
主
権
国
家
が
そ
の
国
益
に
適
う
と
の
判

断
に
従
っ
て
、
政
策
的
に
軍
隊
の
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
な
ど
が
な
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る＊

22

。

ま
た
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
や
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
、
通

常
あ
ま
り
意
思
疎
通
の
な
い
軍
隊
と
民
間
と
の
協
働
を
必
要
と
し
て

お
り
、
軍
隊
と
民
間
と
の
相
互
理
解
が
そ
の
成
否
を
決
定
す
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
民
間
と
軍
隊
と
の
間
で
の
情
報
共
有
や
意
思
疎
通
に
努
力

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
民
間
組
織
等
と
の
相
互
理

解
、
情
報
共
有
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
活
動
の
た
め
に
必
要
な
情

報
を
民
間
と
軍
隊
が
共
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
そ

こ
で
の
軍
隊
の
保
有
す
る
情
報
等
の
開
示
は
、
当
面
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ

体
制
に
よ
る
活
動
か
ら
離
れ
て
、
当
事
者
の
意
図
に
関
係
し
な
い

「
情
報
移
転
」
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
、
安
全
保
障
上
の
脅

威
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
軍
隊
と
民
間
と
の
情
報
共
有
に
は
、
安
全

保
障
上
か
ら
も
機
密
保
持
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
、
民
間
と
軍
隊
と
の

協
働
活
動
を
難
し
く
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
安
全
保
障
に
お
け
る
、
冷
戦
期
の
伝
統
的
安
全
保
障

か
ら
冷
戦
崩
壊
後
の
非
伝
統
的
安
全
保
障
へ
の
変
遷
は
、
安
全
保
障

構
想
と
そ
こ
で
想
定
さ
れ
る
脅
威
の
み
な
ら
ず
、
軍
隊
の
装
備
・
編

成
・
運
用
形
態
を
も
変
化
さ
せ
た
。
こ
の
変
化
は
、
戦
力
指
向
の
対

象
を
も
変
え
、
戦
場
を
前
線
と
後
方
の
区
別
の
な
い
も
の
と
し
、
民

衆
を
無
差
別
に
巻
き
込
む
「
ハ
イ
テ
ク
戦
争
」
を
招
来
し
た
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
安
全
保
障
観
と
そ
れ
に
伴
う
交
戦
手
段
の
変

遷
は
、
冷
戦
期
の
国
益
を
め
ぐ
る
権
力
政
治
構
造
の
消
滅
を
裏
付
け

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
社
会

の
権
力
政
治
構
造
は
、
い
さ
さ
か
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
権
力
政
治

に
仕
え
る
安
全
保
障
と
軍
事
力
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

主
要
国
は
、
軍
隊
の
活
動
を
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
に
ま
で
広
げ
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
と
い
う
考
え
方
を
普
及
さ
せ
る
な
ど
、
冷
戦
期
の
も
の
か
ら
変

化
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
は
、
軍
隊

の
在
り
方
を
、「
権
力
政
治
（
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
）」
の
道
具

と
し
て
の
役
割
の
放
棄
、
つ
ま
り
、
主
権
国
家
の
国
益
の
た
め
と
い
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う
従
来
の
軍
隊
の
本
質
か
ら
変
容
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で

は
、
主
権
国
家
が
そ
の
国
益
に
適
う
と
の
判
断
に
従
っ
て
な
さ
れ
て

い
た
。
一
方
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
作
戦
の
成
否
を
左
右
す
る
民
間

と
軍
隊
と
の
緊
密
性
と
、
軍
隊
の
活
動
に
伴
う
秘
匿
性
と
の
兼
ね
合

い
に
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
権
力
政
治
を
担
う
安
全
保
障

の
枠
組
み
と
軍
隊
の
本
質
は
、
冷
戦
期
同
様
、
敵
戦
力
の
打
倒
制
圧

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
安

全
保
障
観
の
変
遷
と
そ
れ
に
伴
う
軍
隊
の
使
用
形
態
は
変
化
し
た

が
、
権
力
政
治
の
手
段
で
あ
る
こ
と
に
変
化
は
な
い
の
で
あ
る
。

安
全
保
障
観
の
変
容
は
、
軍
隊
使
用
に
お
け
る
変
化
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
こ
と
を
主
張
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

◉
付
記

　

本
稿
の
内
容
は
、
防
衛
省
お
よ
び
防
衛
研
究
所
の
公
式
的
立
場
を
代
表

す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
る
。
な
お
、

本
稿
執
筆
の
過
程
で
、
防
衛
研
究
所
同
僚
よ
り
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

◉
注

＊
１ 

米
国
を
中
心
と
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
パ
ー
ト

ナ
ー
国
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
中
・
ロ
、
そ
し
て
日
本
を
取
り
上
げ
る
。

＊
２ 

二
〇
一
四
年
三
月
の
「
四
年
毎
の
国
防
計
画
の
見
直
し

（Q
uadrennial D

efense Review
 2014

：
Ｑ
Ｄ
Ｒ
）」（U

S D
epartm

ent 

of D
efense 2015

）、二
〇
一
五
年
の「
国
家
安
全
保
障
戦
略（N

ational 
Security Strategy

）」（O
ffice of M

anagem
ent and Budget 

2015

）
お
よ
び
「
二
〇
一
六
会
計
年
度
予
算
要
求
（T

he President

’s 
Budget for Fiscal Y

ear 2016

）」（W
hite H

ouse 2015

）
よ
り
。

http://archive.defense.gov/pubs/2014_Q
uadrennial_

D
efense_Review

.pdf

（
二
〇
一
五
年
九
月
二
七
日
）。

https://w
w
w
.w

hitehouse.gov/sites/default/files/docs/2015_
national_security_strategy.pdf

（
二
〇
一
五
年
九
月
二
七
日
）。

https://w
w
w
.w

hitehouse.gov/sites/default/files/om
b/

budget/fy2016/assets/budget.pdf

（
二
〇
一
五
年
九
月
二
七
日
）。

＊
３ 

注
２
に
同
じ
。

＊
４ 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
安
定
化
作
戦
は
、
米
軍
に
と
っ
て
主
要
な

任
務
で
は
な
い
と
し
、
あ
く
ま
で
も
「
戦
勝
獲
得
」
が
主
眼
で
あ
る
と

の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
は
、
軍
隊
の
使
用
は

決
定
的
勝
利
を
追
求
す
る
攻
勢/

防
勢
作
戦
と
し
（D

epartm
ent of 

the A
rm

y, Civil A
ffairs O

peration 2000

）、
こ
れ
を
地
球
的
規
模

で
展
開
し
、
冷
戦
期
同
様
に
自
国
に
対
す
る
脅
威
を
力
で
も
っ
て
取
り

除
く
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

＊
５ 

ド
イ
ツ
連
邦
軍
Ｈ
Ｐ
のSie sind hier: Startseite > T

hem
en 

> W
elt > D

as Bild des Stabsoffi
ziers in der Einsatzarm

ee

（
筆
者
訳
：
ド
イ
ツ
連
邦
軍
の
兵
士
は
こ
こ
に
い
る>

ト
ピ
ッ
ク>

世

界>
「
行
動
す
る
軍
隊
」
に
お
け
る
ド
イ
ツ
連
邦
軍
将
校
の
写
真
）
に

お
い
て
、
戦
争
以
外
の
軍
事
活
動
（
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
）
に
お
い
て
も
ド
イ

ツ
連
邦
軍
を
使
用
し
て
い
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。http://w

w
w
.if-

zeitschrift.de/portal/a/ifz/!ut/p/c4/JY
rLCsIw

EEX
_aK

axCM
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（
二
〇
一
五
年
八
月
二
七
日
）。

　

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
よ
る
コ
ソ
ボ
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る

「
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
追
求
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
期
待
さ

れ
た
軍
事
的
貢
献
を
一
定
の
規
模
で
行
い
つ
つ
、
こ
の
貢
献
に
関
す
る

①
国
際
的
な
不
満
へ
の
対
応
と
②
国
内
的
な
不
安
の
払
し
ょ
く
を
目
的

と
し
て
、
非
軍
事
的
関
与
（
平
和
維
持
活
動
）
を
積
極
化
さ
せ
て
い
る

と
捉
え
ら
れ
る
（
山
下 

二
〇
一
〇
）。

http://w
w
w
.nids.go.jp/publication/kiyo/pdf/bulletin_j13-1_1.

pdf

（
二
〇
一
五
年
九
月
二
七
日
）。

＊
６ 

「
武
装
力
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
海
警
局
（
国
家
海

洋
局
）
も
あ
る
。
こ
れ
は
主
に
、
海
上
法
執
行
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
（
防
衛
研
究
所
編 

二
〇
一
五
：
三
、
防
衛
研
究
所
編  

二
〇
一
四
：
Ⅳ
）。

＊
７ 

『
人
民
日
報
』
二
〇
一
四
年
四
月
一
六
日
。

＊
８ 

台
湾
の
国
防
大
学
研
究
者
が
こ
の
旨
を
指
摘
し
て
い
る
（
防
衛
研

究
所
編 

二
〇
一
四
：
八
）。

＊
９ 

こ
れ
は
米
軍
の
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｗ
と
同
義
で
あ
る
。

＊
10 

こ
れ
は
「
軍
事
外
交
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
九
八
年

七
月
に
公
表
さ
れ
た
中
国
の
国
防
白
書
で
初
め
て
使
用
さ
れ
た
（
中
華

人
民
共
和
国
国
務
院
新
聞
弁
公
室 

一
九
九
八
）。

＊
11 

こ
の
計
画
は
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統

領
の
発
言
（
大
統
領
府
Ｈ
Ｐ
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
〇
日
）
等
に
よ

る
。http://en.krem

lin.ru/events/president/new
s/9637

（
二

〇
一
五
年
九
月
二
七
日
）

＊
12 

注
１
に
同
じ
。

＊
13 

一
例
と
し
て
、
国
連
平
和
維
持
活
動
の
幹
部
要
員
候
補
と
な
り
え

る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
諸
国
の
軍
人
、
警
察
官
、
文
民
を
対
象
と
し

て
、
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
幹
部
要
員
訓
練
コ
ー
ス
（U

.S.-
Japan Global Peace O

perations Initiative Senior M
ission 

Leaders Course

：
Ｇ
Ｐ
Ｏ
Ｉ 

Ｓ
Ｍ
Ｌ
）
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

あ
げ
た
い
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
日
本
外
務
省
に
お
い
て
、
日

米
共
催
で
実
施
さ
れ
て
い
る
講
義
形
式
の
訓
練
で
あ
り
、
国
連
が
作
成

し
実
施
し
て
き
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
、
国
連
の
訓
練
指
針
に
則

る
。
参
加
者
は
、
将
来
Ｐ
Ｋ
Ｏ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
幹
部
候
補
と
な
り
え
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
諸
国
の
軍
人
、
警
察
官
、
文
民
を
対
象
と
し
、
第

一
回
の
参
加
国
は
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、

ネ
パ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ

イ
の
全
一
三
カ
国
で
あ
っ
た
。http://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/

gaiko/pko/gpoi_sm
l.htm

l

（
二
〇
一
五
年
九
月
二
七
日
）。

＊
14 

軍
隊
の
有
志
連
合
と
い
う
使
用
形
態
で
は
、
そ
の
正
当
性
が
問
題

に
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
国
連
主
導
の
平
和
維
持
活
動
や
平
和
構
築
活
動

と
い
う
使
用
形
態
が
改
め
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
確
か
に
、

「
新
し
い
脅
威
」
で
あ
る
「
リ
ス
ク
」
に
対
処
す
る
活
動
と
し
て
の
戦

争
以
外
の
軍
事
活
動
や
平
和
維
持
活
動
に
お
い
て
は
、
そ
こ
で
の
協
力

活
動
は
、
武
力
行
使
だ
け
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
十
分
な
能
力

と
資
源
を
持
ち
、
多
国
間
の
協
力
が
十
全
た
る
も
の
と
な
り
、
か
つ
、
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国
際
社
会
で
最
大
限
の
正
統
性
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
。
こ

れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
の
は
、
世
界
的
に
見
る
と
、
そ
の
発
足
の
経
緯

か
ら
正
当
性
に
欠
け
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
国
連
が
妥
当
で

あ
ろ
う
（
山
脇 

二
〇
〇
八
：
一
〇
九
―
一
一
〇
）。

＊
15 

山
下
が
意
欲
的
な
論
文
を
書
い
て
い
る
（
山
下 

二
〇
〇
五
：
六

四
、Y

am
ashita 2008: 619, 622

）。

＊
16 

西
側
先
進
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
や
中
国
な
ど
も
恩
恵
を
こ
う

む
っ
て
い
る
。

＊
17 

「
潜
在
的
可
能
性
（Capability

）」
は
、
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン

が
、『
福
祉
の
経
済
学
』
で
提
唱
し
て
い
る
。
セ
ン
は
、
人
間
は
誰
し

も
、
よ
い
生
活
や
よ
い
人
生
を
送
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ

り
た
い
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
り
た
い
の
か
を
結
び
つ

け
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
機
能
の
集
合
で
あ
る
潜
在
的
可
能
性
（
潜
在
能

力
と
も
訳
さ
れ
て
い
る
）
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
（
セ
ン 

二
〇
〇
二

﹇
二
〇
〇
〇
﹈：
一
六
七
）。
し
た
が
っ
て
、
最
新
の
道
具
が
身
近
に
存

在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
人
間
は
そ
の
潜
在
的
可
能
性
を
発
揮
で
き
な
い
と
理
解
で

き
る
。

＊
18 

民
と
の
協
力
は
、
一
般
に
軍
隊
の
特
性
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
こ

ろ
の
自
己
完
結
性
、
機
動
性
、
明
確
な
指
揮
系
統
、
迅
速
か
つ
大
量
の

動
員
を
阻
害
し
か
ね
な
い
と
し
て
危
惧
す
る
論
調
が
、
軍
隊
側
か
ら
上

が
っ
て
い
る
（
上
杉 

二
〇
〇
七
、
今
村 

二
〇
〇
七
：
五
七
―
五
九
）。

そ
の
一
方
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
か
ら
も
軍
隊
と
協
力
し
て
活
動
す
る
に
際
し

て
の
問
題
点
が
、
①
人
道
援
助
の
原
則
と
の
抵
触
、
②
軍
隊
に
よ
る
支

援
活
動
の
質
の
低
さ
の
二
つ
に
ま
と
め
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
上
杉 

二

〇
〇
七
：
一
四
三
頁
）。

＊
19 

日
本
の
防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
防
衛
白
書
に
よ
れ
ば
、
平
和
維
持

活
動
、
平
和
支
援
活
動
や
平
和
構
築
活
動
を
す
べ
て
「
国
際
平
和
協
力

活
動
（International Peace Cooperation O

perations

）」
と
し
て

定
義
づ
け
て
い
る
（
図
１
参
照
）。

＊
20 
ソ
連
が
消
滅
し
た
こ
と
に
伴
い
、
西
側
諸
国
、
と
く
に
、
ア
メ
リ

カ
の
国
民
は
、
自
国
の
軍
事
的
安
全
が
当
面
の
間
保
障
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
関
心
が
、
こ
れ
ま
で
二
義
的
と
さ

国
際
平
和
協
力
活
動

国際平和協力業務

「国際連合平和維持活動等に対する協力に関する法律」
に基づく活動

国際緊急援助活動

「国際緊急援助隊の派遣に関する法律」に基づく活動

イラク国家再建に向けた取組への協力

「イラクにおける人道復興支援活動及び安全確保支援
活動の実施に関する特別措置法」に基づく活動
（09（平成 21）年 2月終結）

国際テロ対応のための活動

「テロ対策海上阻止活動に対する補給支援活動の実施
に関する特別措置法」に基づく活動
（10（平成 22）年 1月終結）

凡例：　　は限時法、　　は恒久法に基づく活動を示す。

図1　日本の国際平和協力活動の概念図

（出所）防衛省（2015）
http://www.mod.go.jp/j/publication/wp/wp2015/html/n3322000.

html#zuhyo03030205（2015年9月24日）。
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れ
て
き
た
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
い
っ
た
「
非
伝
統
的
」
分
野
へ
と
移

行
し
て
い
っ
た
。
詳
細
は
、
上
野
（
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
願
い
た
い
。

＊
21 
逼
迫
し
た
財
政
状
況
下
で
の
効
率
的
な
軍
隊
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
二
〇
一
一
年
二
月
に
ラ
ス
ム
セ
ン
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
事
務
総
長
が
、
加
盟

各
国
に
強
要
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、Sm

art D
efense

に
よ
り
効
果

的
な
共
同
作
戦
の
実
行
が
可
能
で
あ
る
旨
を
言
及
し
て
い
る
。
“Sm

art 
D
efence is not about N

A
T
O
 im

posing anything on nations. 
It is about enabling them

 to w
ork better m

ore effectively 
and effi

ciently together. N
A
T
O

’s role is to set the strategic 
direction, to identify possible areas of cooperation, to act as 
a clearing house, and to share best practices.

” http://w
w
w
.

nato.int/cps/en/natolive/new
s_70327.htm

（
二
〇
一
一
年
九
月

一
一
日
）。

　

ま
た
、
日
本
の
防
衛
省
防
衛
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
に

Sm
art D

efense

に
関
す
る
研
究
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
年
一

〇
月
二
六
日
にSm

art D
efense

を
テ
ー
マ
と
す
る
「
効
率
的
な
軍
隊

の
管
理
戦
略
」
を
議
論
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。http://

w
w
w
.nids.go.jp/

（
二
〇
一
二
年
九
月
一
一
日
）。

　

こ
う
し
た
主
要
国
の
軍
隊
の
動
向
か
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で

い
か
に
効
率
的
に
国
家
防
衛
お
よ
び
非
伝
統
的
脅
威
に
対
す
る
活
動
を

両
立
さ
せ
る
か
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

＊
22 

た
と
え
ば
、
カ
ナ
ダ
は
、
こ
れ
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
国
連
の
平
和
維
持
活
動
に
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
国
は
稀

で
あ
る
。
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
国
は
、
国
連
が
関
係
国

に
要
請
し
、
そ
れ
に
対
し
て
関
係
国
が
同
意
し
て
初
め
て
国
連
の
平
和

維
持
活
動
へ
の
派
遣
が
実
現
す
る
と
い
う
、
関
係
国
の
選
好
に
任
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
関
係
国
は
、
国
連
の
平
和
維
持
活
動
へ
の

参
加
が
、
自
国
の
国
益
に
適
う
か
、
あ
る
い
は
、
当
該
地
域
の
治
安
が

自
国
の
武
器
使
用
の
基
準
に
適
合
す
る
か
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
に

鑑
み
、
派
遣
を
決
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
授
権
者

が
国
連
で
あ
ろ
う
が
、
国
連
以
外
で
あ
ろ
う
が
、
主
要
国
は
、
自
国
の

軍
隊
を
使
用
す
る
に
際
し
、
取
捨
選
択
を
し
て
い
る
。
い
か
な
る
紛
争

当
事
国
に
対
し
て
も
軍
隊
を
派
遣
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ

に
、
各
国
と
も
、
自
国
の
軍
隊
を
使
用
す
る
に
際
し
、
選
好
を
そ
の
国

益
に
従
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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